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○ 調査の概要 

１ 調査の目的 

県民の教育に対する満足度、当面する教育の課題に対する意向、教育行政に対する期待・

要望など、教育に関する県民意識及びその変化を把握し、山梨県教育振興基本計画を策定

するうえでの基礎資料とする。 

 

２ 調査内容 

（１）教育に関する主要な事項についての県民の満足度及び選好度 

分   野 調査内容 

子どもの教育 

（学校教育等） 

 

幼児期・小学校・中学校・高等学校・特別支援学校における

教育の満足度、充実方策 

キャリア教育、食育、学校安全、防災減災、いじめ問題、道

徳教育、特別支援教育、学校教員 

子どもの教育 

（家庭・地域教育） 

家庭の教育力の向上方策、地域の教育力の現況、学校と家庭

や地域社会の協力体制の推進方策、教育についての悩み、子

どもたちの健全育成、これからの子どもたちに必要な資質 

生涯学習 生涯学習への関心、生涯学習の充実方策 

スポーツの振興 運動やスポーツへの取組、運動やスポーツの充実方策 

文化芸術の振興 芸術文化環境、芸術文化の充実方策など 

その他 山梨の教育に期待する人づくりのイメージ 

 

３ 調査仕様 

調査地域 山梨県全域 

調査対象者 Ａ：公立小・中学校、県立高校、特別支援学校の保護者 

  幼稚園・認定こども園・保育所の保護者 

Ｂ：県政モニター（２０歳以上県内在住者） 

標本数 １，７００人 

抽出方法 

 

Ａ：１，３００人 

県内の保育所・認定こども園・幼稚園・公立小・中学校、県立高等学

校、特別支援学校及びその保護者を無作為に抽出 

Ｂ：４００人 

県政モニター（２０歳以上県内在住者のうち県政モニター制度による者） 

調査方法 Ａ：保育所・認定こども園・幼稚園・公立小・中学校・県立高校・特別支

援学校については、各施設・学校を通じての調査依頼・回収 

Ｂ：郵送による配付・回収及びインターネットを利用した回答 

標本抽出時期 Ａ：平成３０年２月下旬 

Ｂ：平成３０年４月上旬 

調査期間 平成３０年３月上旬～５月中旬 
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４ 回収結果 

回収数 １，２９９人（回収率９９．９％） 

 

５ 集計方法について 

① 集計結果は百分率（％）で表示をした。 

② 図表は小数点第２位を四捨五入した結果、合計数値が１００％にならない場合がある。 

③ 有効な回答を得られなかった回答者は（不明）として示した。 

④ 回答比率は原則として回答者総数を１００％として示している。 

 

６ 前回アンケート調査結果（平成２５年７月実施）との比較（参考）について 

本調査と平成２５年７月実施のアンケート調査では、調査仕様、設問などについて、一

部異なるところがあるが、参考までに比較を行っている。 

なお、調査仕様の違いについては、調査仕様対比表を参照。 

 

【調査仕様対比表】 

 今回の調査 前回の調査（H２０年度実施） 

調査地域 山梨県全域 左に同じ 

調 査 

対象者 

Ａ：幼稚園・認定こども園・保育所・公立小・

中学校、県立高校、特別支援学校の保

護者 

Ｂ：県政モニター 
（２０歳以上県内在住者） 

 
Ａ：保育所、幼稚園、公立小・中学校、県立高等

学校及び特別支援学校の保護者 
 
 
Ｂ：左に同じ 
 

標 本 数 １，７００人 
 
左に同じ 

抽出方法 Ａ：１，３００人 
県内の保育所・認定こども園・幼稚
園・公立小・中学校、県立高等学校、
特別支援学校及びその保護者を無
作為に抽出 

Ｂ：４００人 
県政モニター（２０歳以上県内在住者
のうち県政モニター制度による者） 

Ａ：左に同じ 

 
 
 
Ｂ：左に同じ 

 

調査方法 Ａ：各保育所、認定こども園・幼稚園、公立
小・中学校、県立高等学校、特別支援
学校を通じて保護者に配付・回収 

Ｂ：郵送による配付・回収、及びインターネ

ットを利用した回答 

Ａ：左に同じ 

 

 

Ｂ：左に同じ 
 

標本抽出 

時  期 

Ａ：平成２５年２月下旬 

Ｂ：平成２５年４月上旬 

Ａ平成２０年４月下旬 

Ｃ    ：平成２０年６月上旬 

調査期間 平成２５年３月上旬～５月中旬 Ａ及びＢ： 平成２０年５月中旬～６月上旬 

Ｃ：     平成２０年６月上旬～６月下旬 
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 ○ 調査基本事項   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 調査結果 

属性 回答者（人） 構成比率（％）

全体 1299 100.0%

男性 158 12.2%

女性 1134 87.3%

不明 7 0.5%

10歳代 16 1.2%

20歳代 6 0.5%

30歳代 323 24.9%

40歳代 773 59.5%

50歳代 165 12.7%

60歳代以上 9 0.7%

不明 7 0.5%

自営業（農林水産業を含む） 100 7.7%

会社員・団体職員 347 26.7%

公務員 88 6.8%

パート・アルバイト 552 42.5%

学生 8 0.6%

家事専業 151 11.6%

無職 14 1.1%

その他 29 2.2%

不明 10 0.8%

峡中地域 368 28.3%

峡東地域 263 20.2%

峡南地域 187 14.4%

峡北地域 191 14.7%

富士・東部地域 278 21.4%

上記以外 5 0.4%

不明 7 0.5%

小学校入学前の子どもがいる 275 21.2%

小学生に通う子どもがいる 741 57.0%

中学生に通う子どもがいる 590 45.4%

高等学校に通う子どもがいる 460 35.4%

大学や専門学校に通う子どもがいる 163 12.5%

特別支援学校に通う子どもがいる 100 7.7%

１～６以外の子どもがいる 100 7.7%

子どもはいない 6 0.5%

不明 2 0.2%

子どもの
有　無

性別

年齢

職業

居住地域

今回公表する報告書は、「県政モニター分」に係るアンケート結果が反映されていないため、 

【中間報告書】として公表するものです。 
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今回調査結果（平成３０年）        前回調査結果（平成２５年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

今回調査回答者のうち幼稚園・認定こども園・保育所保護者のみ 

 

 

  

  H30 H25 

満足している 13.5% 13.1% 

ほぼ満足している 47.9% 43.9% 

どちらとも言えない 30.1% 32.1% 

どちらかと言えば不満である 6.3% 7.4% 

不満である 1.2% 1.4% 

不明 0.9% 2.1% 

計 100% 100% 

問１ 幼児期の教育の満足度について 

幼児期の教育 

満足して

いる, 

13.1% 

ほぼ満

足してい

る, 43.9% 

どちらと

も言えな

い, 32.1% 

どちらか

と言えば

不満であ

る, 7.4% 

不満であ

る, 1.4% 

不明, 

2.1% 

   幼児期の教育の現状について 

（単独回答) 

Ⅰ 子供の教育（学校）について 

回答者総数：1,299 回答者総数：1,605 

幼稚園・認定こども園・保育所 
保護者回答者総数：139 

満足してい

る, 20.1% 

ほぼ満足し

ている, 

51.8% 

どちらとも

言えない, 

20.1% 

どちらかと

言えば不

満である, 

6.5% 

不満であ

る, 0.7% 
不明, 0.7% 

問１ 幼児期の教育の現状について 

（単独回答) 

満足してい

る, 13.5% 

ほぼ満足

している, 

47.9% 

どちらとも

言えない, 

30.1% 

どちらかと

言えば不

満である, 

6.3% 

不満であ

る, 1.2% 
不明, 0.9% 

問１ 幼児期の教育の現状について 

（単独回答) 
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60% 

38% 

30% 

29% 

29% 

28% 

23% 

19% 

11% 

10% 

6% 

1% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

遊びを中心としたさまざまな経験を積ませる 

道徳心や社会性を育てる 

創造力を育てる 

体力を高め、たくましさを養う 

きちんとした「しつけ」を行う 

個性や特性を伸ばす 

情操・感性を育てる 

読み方や数え方などに関する興味や関心を養う 

特別支援教育を充実する 

幼稚園や保育所等と家庭や地域との連携を強化する 

安全教育や防災教育を充実する 

その他 

問２ 幼児期の教育において、どのようなことに力をいれていけばよいか 

（複数回答) 

問２ 幼児期の教育においてこれからどのようなことに力を入れていけばよいか 

回答者総数：1,299 
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今回調査結果（平成３０年）        前回調査結果（平成２５年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回調査回答者のうち小学校保護者のみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足して

いる, 

10.8% 

ほぼ満足

している, 

47.0% 

どちらとも

言えない, 

32.6% 

どちらかと

言えば不

満である, 

6.5% 

不満であ

る, 1.6% 
不明, 1.4% 

問３ 小学校教育の現状について 

（単独回答) 

  H30 H25 

満足している 10.8% 7.5% 

ほぼ満足している 47.0% 42.0% 

どちらとも言えない 32.6% 35.8% 

どちらかと言えば不満である 6.5% 10.3% 

不満である 1.6% 2.3% 

不明 1.4% 2.2% 

計 100% 100% 

小学校の教育 

問３ 小学校の教育の満足度について 

満足して

いる, 7.5% 

ほぼ満足

している, 

42.0% 
どちらと

も言えな

い, 35.8% 

どちらか

と言えば

不満であ

る, 10.3% 

不満であ

る, 2.3% 
不明, 

2.2% 

  小学校教育の現状について 

（単独回答) 

回答者総数：1,299 回答者総数：1,605 

満足して

いる, 

10.1% 

ほぼ満足

している, 

51.8% 

どちらとも

言えない, 

27.7% 

どちらかと

言えば不

満である, 

7.5% 

不満であ

る, 2.1% 
不明, 0.8% 

問３ 小学校教育の現状について 

（単独回答) 

小学校保護者回答者総数：483 
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56% 

53% 

46% 

24% 

22% 

20% 

16% 

11% 

11% 

7% 

5% 

5% 

4% 

4% 

3% 

1% 

0% 20% 40% 60%

思考力・判断力・表現力・学びに向かう力の育成 

基礎的な知識、学力を身に付ける 

人権を大切にする心や態度を育てる 

基本的生活習慣を身に付け、規範意識を高める 

外国文化等に触れ、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の育成 

道徳心を育てる 

個性や特性を伸ばす 

スポーツや文化に親しむ習慣を身に付ける 

創造力を育てる 

特別支援教育を充実する 

情操・感性を育てる 

ICTを効果的かつ適切に活用できる力を養う 

小学校と家庭や地域との連携を強化する 

安全教育や防災教育を充実する 

望ましい勤労観や職業観が身に付くようにする 

その他 

問４ 小学校の教育において、どのようなことに力をいれていけばよいか 

（複数回答) 

問４ 小学校の教育において、これからどのようなことに力を入れていけばよいか。 

回答者総数：1,299 
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今回調査結果（平成３０年）       前回調査結果（平成２５年） 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回調査回答者のうち中学校保護者のみ 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足して

いる, 7.4% 

ほぼ満足

している, 

30.1% どちらとも

言えない, 

48.0% 

どちらかと

言えば不

満である, 

5.8% 

不満であ

る, 2.8% 不明, 5.9% 

問５ 中学校教育の現状について 

（単独回答) 

  H30 H25 

満足している 7.4% 5.2% 

ほぼ満足している 30.1% 26.7% 

どちらとも言えない 48.0% 46.0% 

どちらかと言えば不満である 5.8% 12.9% 

不満である 2.8% 3.5% 

不明 5.9% 5.7% 

計 100% 100% 

中学校の教育 

問 5 中学校の教育の満足度について 

満足して

いる, 5.2% 

ほぼ満足

している, 

26.7% 

どちらと

も言えな

い, 46.0% 

どちらか

と言えば

不満であ

る, 12.9% 

不満であ

る, 3.5% 

不明, 

5.7% 

   中学校教育の現状について 

（単独回答) 

回答者総数：1,299 回答者総数：1,605 

満足して

いる, 6.6% 

ほぼ満足

している, 

50.2% 

どちらとも

言えない, 

34.0% 

どちらか

と言えば

不満であ

る, 5.3% 

不満であ

る, 3.3% 
不明, 0.7% 

問５ 中学校教育の現状について 

（単独回答) 
中学校保護者回答者総数：303 
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51% 

37% 

37% 

28% 

19% 

19% 

18% 

15% 

12% 

11% 

8% 

5% 

6% 

4% 

4% 

1% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

思考力・判断力・表現力・学びに向かう力・人間性等の育成 

自分やまわりの人の人権を大切にする心や態度を育てる 

基礎的な知識、学力を身に付ける 

英語を積極的に使い、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図る能力を育成する 

基本的な生活習慣を身に付け規範意識や社会性を高める 

キャリア教育を充実する 

個性や特性を伸ばす 

道徳心を育てる 

スポーツや文化に親しむ習慣を身に付ける 

ICTを効果的かつ適切に活用できる力を養う 

創造力を育てる 

情操・感性を育てる 

特別支援教育を充実する 

安全教育や防災教育を充実する 

中学校と家庭や地域との連携を強化する 

その他 

問６ 中学校の教育において、どのようなことに力をいれていけばよいか 

（複数回答) 

問 6 中学校の教育において、これからどのようなことに力を入れていけばよいか。 

 

回答者総数：1,299 
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今回調査結果（平成３０年）       前回調査結果（平成２５年） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

今回調査回答者のうち高等学校保護者のみ 

  

  H30 H25 

満足している 6.5% 4.4% 

ほぼ満足している 22.9% 25.2% 

どちらとも言えない 56.6% 52.2% 

どちらかと言えば不満である 3.4% 6.8% 

不満である 1.2% 1.2% 

不明 9.4% 10.3% 

計 100% 100% 

高等学校の教育 

問７ 高等学校の教育の現状について 

高等学校保護者回答数：282 

満足して

いる, 4.4% 

ほぼ満足

している, 

25.2% 

どちらと

も言えな

い, 52.2% 

どちらか

と言えば

不満であ

る, 6.8% 

不満であ

る, 1.2% 

不明, 

10.3% 

  高等学校の教育の現状について 

（単独回答) 
満足して

いる, 6.5% 

ほぼ満足

している, 

22.9% 

どちらとも

言えない, 

56.6% 

どちらかと

言えば不

満である, 

3.4% 

不満であ

る, 1.2% 不明, 9.4% 

問７ 高等学校教育の現状について 

（単独回答) 

回答者総数：1,299 回答者総数：1,605 

満足して

いる, 

13.5% 

ほぼ満足

している, 

40.1% 

どちらとも

言えない, 

37.9% 

どちらかと

言えば不

満である, 

5.3% 

不満であ

る, 1.4% 
不明, 1.8% 

問７ 高等学校教育の現状について 

（単独回答) 
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問 8 高等学校の教育において、これからどのようなことに力を入れていけばよいか。 

回答者総数：1299 

50% 

36% 

32% 

24% 

20% 

19% 

18% 

16% 

15% 

9% 

7% 

6% 

4% 

3% 

2% 

1% 

0% 20% 40% 60%

生徒の進路実現のための確かな学力を身に付ける 

キャリア教育を充実する 

思考力・判断力・表現力・学びに向かう力・人間性等の育成 

国際社会の一員として、視野を広げ、英語力を伸ばす 

自分やまわりの人の人権を大切にする心や態度を育てる 

個性や特性を伸ばす 

基本的な生活習慣を身に付け、規範意識や社会性を高める 

知性や理性を育てる 

ICTを効果的かつ適切に活用できる力を養う 

道徳心を育てる 

創造力を育てる 

スポーツや文化に親しむ習慣を身に付ける 

特別支援教育を充実する 

高校と家庭や地域との連携を強化する 

安全教育や防災教育を充実する 

その他 

問８ 高等学校の教育において、どのようなことに力をいれていけばよいか 

（複数回答) 
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今回調査結果（平成３０年）      前回調査結果（平成２５年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回調査回答者のうち特別支援学校保護者のみ 

 

      

 

 

 

 

  

  H30 H25 

満足している 5.9% 5.2% 

ほぼ満足している 10.7% 13.6% 

どちらとも言えない 66.5% 62.9% 

どちらかと言えば不満である 2.9% 5.0% 

不満である 1.3% 0.9% 

不明 12.6% 12.4% 

計 100% 100% 

特別支援学校の教育 

問 9  特別支援学校の教育の満足度について 

回答者総数：1,299 回答者総数：1,605 

特別支援学校保護者回答数：92 

満足して

いる, 5.2% ほぼ満足

している, 

13.6% 

どちらと

も言えな

い, 62.9% 

どちらか

と言えば

不満であ

る, 5.0% 

不満であ

る, 0.9% 

不明, 

12.4% 

   特別支援教育の現状について 

（単独回答) 

満足して

いる, 

22.8% 

ほぼ満足

している, 

53.3% 

どちらとも

言えない, 

14.1% 

どちらか

と言えば

不満であ

る, 6.5% 

不満であ

る, 2.2% 

不明, 

1.1% 

問9 特別支援教育の現状について 

（単独回答) 

満足して

いる, 5.9% 

ほぼ満足

している, 

10.7% 

どちらとも

言えない, 

66.5% 

どちらかと

言えば不

満である, 

2.9% 

不満であ

る, 1.3% 

不明, 

12.6% 

問9 特別支援教育の現状について 

（単独回答) 
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問 10 特別支援学校の教育において、これからどのようなことに力を入れていけばよいか 

「その他」の記述回答で主なものは、「教員の専門的知識と指導技術の向上」、「地域との自然な交流」、

「生徒や保護者に対する教育費などの支援」、「障害のある子どもを地域から分離しない環境づくり」などで

あった 

61% 

30% 

30% 

27% 

23% 

11% 

11% 

10% 

9% 

8% 

6% 

5% 

3% 

2% 

2% 

1% 

3% 

0% 20% 40% 60% 80%

障害の状態や特性に応じた学習指導を充実する 

個性や特性を伸ばす 

一人一人のニーズに応じた進路指導を充実する 

医療、福祉、保健、労働等の関係機関との連携を推進する 

基本的な生活習慣を身に付け、規範意識や社会性を高める 

思考力・判断力・表現力・学びに向かう力・人間性等の育成 

学校と家庭や地域との連携を強化する 

キャリア教育、職業教育を充実する 

自分やまわりの人の人権を大切にする心や態度を育てる 

学校の施設・設備の整備、充実を図る 

豊かな道徳心を育てる 

情操・感性を育てる 

創造力を育てる 

スポーツや文化に親しむ習慣を身に付ける 

安全教育や防災教育を充実する 

ICTを効果的かつ適切に活用できる力を養う 

その他 

問10 特別支援学校の教育において、どのようなことに力をいれていけばよいか 

（複数回答) 

回答者総数：1,299 
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58% 

49% 

40% 

30% 

23% 

18% 

14% 

14% 

11% 

7% 

4% 

2% 

0% 20% 40% 60% 80%

討論、発表等の言語活動を効果的に取り入れた教育 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ社会でｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力を高める外国語教育 

豊かな心を育む道徳教育 

社会的・職業的自立に必要な資質・能力を育むｷｬﾘｱ教育 

ICTを効果的かつ適切に活用する能力を育む情報教育 

交通事故、犯罪や災害から命を守る安全・防災教育 

公共性を育むボランティア教育 

人と自然の共生をめざす環境教育 

科学に対する興味関心を高める理数教育 

情操を養う音楽や美術などの教育 

主権者意識や社会参画意識等を育む主権者教育 

その他 

問11 学校の教科指導や教育活動において、さらに力を入れて欲しいもの 

（複数回答) 

66% 

49% 

48% 

37% 

13% 

11% 

5% 

0% 20% 40% 60% 80%

習熟度別少人数指導 

教員の指導方法の改善 

長期休業期間の補充的な学習サポート 

放課後や休日の補充的な学習サポート 

平日の宿題の充実 

土日の宿題の充実  

その他 

問12 小中学校において、学力向上のために学校に取り組んで欲しいこと 

（複数回答) 

問 11 学校の教科指導や教育活動において今後、さらに力を入れて欲しいもの 

問 12  小・中学校において、学力向上のために学校に取り組んでほしいこと 

教科指導やその他の活動の重点 

学力向上に向けた取り組み 

回答者総数：1,299 

回答者総数：1,299 
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問 14 キャリア教育の推進について、行政としてどのようなことに力を入れたらよいか 

回答者総数：1,299 

 

問 13 望ましい教員像 

54% 

51% 

50% 

36% 

20% 

16% 

13% 

12% 

10% 

10% 

10% 

2% 

1% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

子供によくわかる教え方をする教員 

子供の適性や能力を把握し、個性や特性を大切にする教員 

子供のやる気を引き出し、意欲を高めてくれる教員 

子供たちに対して公平に接する教員 

信頼され、尊敬される人格をもっている教員 

何でも気軽に相談できる教員 

ユーモアやあたたかみがある教員 

子供にとって手本となる規範意識や公共心の高い教員 

時代の変化に対応した指導を実践してくれる教員 

子供を毅然とした態度で指導できる教員 

深い専門知識や最新の技術をもつ教員 

地域社会の活動などでも指導者となってくれる教員 

その他 

問13 あなたが望ましいと思うのは、どんな教員か  （複数回答) 

現在の教員に必要な資質 

キャリア教育 

回答者総数：1,299 

68% 

40% 

34% 

28% 

27% 

23% 

20% 

2% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

職業体験・インターンシップ（就業体験）等を充実する 

進路意識・学習等における目的意識をはぐくむ 

学習と社会の仕組み等を関連付けた指導を行う 

集団での課題解決等を通じた社会性を育成する 

生涯にわたって学び続ける意欲をはぐくむ 

家庭・地域・企業等との連携をすすめる 

小・中・高校を通じた組織的・系統的な取り組みを行う 

その他 

問14 キャリア教育の推進について、どのようなことに力を入れていけばよいか 

  （複数回答) 
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問 15 学校の安全（生活安全・交通安全・災害安全）についてどのようなことに力を入れていけばよいか 

問 16 いじめ問題に対して、行政としてどのようなことに力を入れていけばよいか 

48% 

47% 

32% 

32% 

28% 

26% 

26% 

11% 

3% 

0% 20% 40% 60%

児童生徒が安心して活躍できる授業づくりや集団づくりを行う 

教職員が子ども一人一人と正面から向き合える体制をつくる 

道徳教育やｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ活動を重視した教育を推進する 

学校・家庭・地域が連携し取り組む仕組みづくりをする 

外部の専門家を活用した学校内の相談体制の充実を図る 

外部専門家により問題を調整・解決する仕組みづくりをする 

いじめ問題に対する教職員への研修を充実させる 

いじめ問題に関する啓発活動をおこなう 

その他 

問16 いじめ問題について、どのようなことに力を入れたらよいか 

  （複数回答) 

学校安全 

いじめ問題 

回答者総数：1,299 

回答者総数：1,299 

47% 

41% 

32% 

31% 

31% 

30% 

28% 

25% 

1% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

災害時に取るべき行動を瞬時に判断する態度の育成 

子供への防犯・交通安全・防災に関する講話の実施 

さまざまな災害を想定した防災訓練・避難訓練の実施 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等の有害情報から子供たちを守る取り組みを… 

通学路の安全点検の実施 

災害時の被害想定とその被害に備える意識の育成 

家庭・地域との連携による学校内外の安全の確保 

地域の危険な場所等を自ら気付ける態度や姿勢の育成 

その他 

問15 学校の安全について、どのようなことに力を入れていけばよいか 

  （複数回答) 
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問 17 不登校対策について、行政としてどのようなことに力を入れていけばよいか 

問 18 道徳教育を推進していくに当たって、行政としてどのようなことに力を入れたらよいか 

56% 

38% 

35% 

29% 

29% 

28% 

18% 

7% 

2% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

奉仕活動や自然体験活動等の体験活動の機会を増やす 

子供たちに地域社会の行事への参加を促進する 

教職員向けの研修会、講習会を充実させる 

地域の人材を講師として活用する 

道徳の授業を保護者や地域の人たちに公開する 

児童生徒向けの学習教材を充実させる 

教職員向けの指導資料を充実させる 

家庭や地域に対する啓発活動を行う 

その他 

問18 道徳教育を推進していくに当たって、どのようなことに力を入れていけばよいか 

  （複数回答) 

不登校対策 

道徳教育 

回答者総数：1,299 

回答者総数：1,299 

51% 

49% 

38% 

34% 

30% 

27% 

23% 

2% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

教育支援センターなどで学習活動ができる環境の充実 

学校へのスクールカウンセラー等の配置を拡充する 

児童生徒に対する相談窓口の整備をおこなう 

福祉等の専門家と学校による解決を図る仕組みをつくる 

不登校を生まない魅力ある学校づくりを進める 

保護者に対する相談窓口の整備をおこなう 

学校・家庭・地域が連携して取り組む仕組みをつくる 

その他 

問17 不登校対策について、どのようなことに力を入れたらよいか 

  （複数回答) 
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 食 育 

問 20 学校における食育について、どのようなことに力を入れていけばよいか 

 回答者総数：1299 

問 19 特別支援教育において、行政としてどのようなことに力を入れていけばよいか 

51% 

49% 

38% 

25% 

19% 

15% 

15% 

13% 

11% 

9% 

2% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

発達段階や障害の状態に応じた指導や支援を充実させる 

一人一人の教育的ニーズに応じた就学指導を推進する 

障害のある子供とない子供との交流及び共同学習の推進 

医療、福祉、保健、労働等の関係機関との連携体制強化 

幼・保・小・中・高校における特別支援教育を充実 

児童生徒の障害の状態に応じた施設・設備を充実する 

幼・保・小・中・高校における一貫した支援体制を充実する 

特別支援教育に関する教員の専門性向上を図る 

障害の状態に応じたICT機器の活用を推進する 

特別支援教育に対する理解・啓発を推進する 

その他 

問19 特別支援教育において、どのようなことに力を入れていけばよいか  （複数回答) 

66% 

42% 

38% 

33% 

31% 

30% 

16% 

10% 

1% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

食物の生産や調理などに関わる人々に感謝する心の育成 

食の喜びや楽しさを理解させる 

栄養や食事のとり方を自ら管理できる能力を育成する 

食事のマナーを身に付けさせる 

食事の習慣（食事前の手洗い、姿勢等）を身に付けさせる 

地域の産物や伝統的な食文化を理解させる 

正しい情報に基づいて、食品を選択できる能力を育成する 

家庭を巻き込んだ取り組みを推進する 

その他 

問20 学校における食育について、どのようなことに力を入れていけばよいか 

  （複数回答) 

特別支援教育 

回答者総数：1,299 
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Ⅱ 子どもの教育（家庭・地域）について  
 

 

 

 

今回調査結果（平成３０年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

家庭教育 

問 21 家庭での教育が十分にできているか 

問 22 家庭でのしつけや教育に関してどのようなことを心がけているか 

回答者総数：1,299 

十分でき

ている, 

4.3% 

だいたい

できてい

る, 52.5% 

あまりでき

ていない, 

36.5% 

ほとんど

できてい

ない, 4.5% 

その他, 

0.8% 
不明, 1.3% 

問21 家庭での教育について 

（単独回答) 

57% 

47% 

44% 

40% 

36% 

14% 

13% 

11% 

11% 

2% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

子供が愛されていると実感できるコミュニケーションをする 

会話を増やし、家族との絆を深める 

子供の身体や行動に現れるサインを見逃さない 

家庭それぞれが生活での約束事やルールをつくる 

家族一緒の食事を大切にする 

子供に我慢を覚えさせる 

子供をのびのびと遊ばせる 

テレビやゲームに浸らせない 

子供の生活に時間とゆとりを与える 

その他 

問22 家庭でのしつけや教育に関してどのようなことを心がけているか 

  （複数回答) 

回答者総数：1,299 
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45% 

44% 

39% 

30% 

22% 

21% 

3% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

家庭教育に関する学習情報の提供 

相談体制の充実 

親子の体験活動機会の充実 

家庭教育に関する学習機会(学級、講座など)の充実 

地域の子育てサークルづくりの推進 

家族ぐるみでの家庭教育への参画 

その他 

問23 家庭でのしつけや教育の充実のためには、どのようなことが必要か 

  （複数回答) 

回答者総数：1,299 

問 23 家庭でのしつけや教育の充実を充実するために、行政としてどのようなことに力を入れていけ

ばよいか 
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今回調査結果（平成３０年）       前回調査結果（平成２５年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  H30 H25 

以前より多くなっている 9.1% 8.5% 

どちらとも言えない 41.4% 42.5% 

以前より少なくなっている 34.7% 35.7% 

ほとんどなくなっている 13.4% 10.7% 

不明 1.4% 2.6% 

計 100% 100% 

地域教育 

問 24 地域での大人と子供の関わりについて 

回答者総数：1,299 回答者総数：1,605 

以前より

多くなっ

ている, 

8.5% 

どちらと

も言えな

い, 42.5% 

以前より

少なく

なってい

る, 35.7% 

ほとんど

なくなっ

ている, 

10.7% 

不明, 

2.6% 

地域での子どもとの関わりについて 

（単独回答) 

以前より

多くなって

いる, 9.1% 

どちらとも

言えない, 

41.4% 

以前より

少なくなっ

ている, 

34.7% 

ほとんど

なくなって

いる, 

13.4% 

不明, 1.4% 

問24 地域での子どもとの関わりについて

（単独回答) 
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39% 

37% 

31% 

30% 

26% 

25% 

19% 

16% 

11% 

2% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

学校と地域が連携した放課後の子ども居場所づくり 

学校の情報を学校、学級通信、ＰＴＡだよりなどで公開 

登下校の見守り、交通指導等を地域協働で行う 

地域の人材を講師等として学校の活動に活用する 

保護者が気軽に訪問できる学校の体制づくりに努める 

運動会等の学校行事に地域住民が積極的に参加する 

学校の施設・設備を地域に開放する 

学校の運営に地域住民が意見を述べる機会をつくる 

教員自身が積極的に地域の活動に参加する 

その他 

問25 学校と家庭や地域社会が協力体制を推進するにはどのようなことが必要か  

（複数回答) 

問 25 学校と家庭や地域社会が協力体制を推進するためにはどのようなことが必要か 

回答者総数：1,299 
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Ⅲ 生涯学習・スポーツ・文化芸術振興 について  
 

 

 

 

今回調査結果（平成３０年）       前回調査結果（平成２５年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既にして

いる, 

16.6% 

今はして

いない

が、今後し

てみたい

と思う, 

52.1% 

どちらとも

いえない, 

25.9% 

してみた

いと思わ

ない, 3.8% 

不明, 1.6% 

問26 今後、「生涯学習」をしてみたいか

（単独回答) 

  H30 H25 

既にしている 16.6% 19.5% 

今はしていないが、今後してみたいと思う 52.1% 53.5% 

どちらともいえない 25.9% 21.0% 

してみたいと思わない 3.8% 3.1% 

不明 1.6% 3.0% 

計 100% 100% 

生涯学習 

問 26 今後、「生涯学習」をしてみたいと思うか 

 

 

  

回答者総数：1,605 

既にして

いる, 

19.5% 

今はして

いない

が、今後

してみた

いと思う, 

53.5% 

どちらと

もいえな

い, 21.0% 

してみた

いと思わ

ない, 

3.1% 

不明, 

3.0% 

今後、「生涯学習」をしてみたいか 

（単独回答) 

回答者総数：1,299 
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問 27 生涯学習をもっと盛んにしていくためには、どのようなことが大切か 

Ⅲ-2 スポーツの振興 

回答者総数：1,299 

「その他」の記述回答で主なものは、「生涯学習をする時間が確保できるよう職場のワークライフバラン

ス（定時退社等）を推進する」、「取り組む時間の確保」などであった 

68% 

40% 

23% 

20% 

19% 

18% 

16% 

16% 

12% 

1% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

身近なところに気軽に利用できる施設を増やす 

住民の希望にあう、講座・教室・イベントなどを増やす 

生涯学習関係施設を夜間や休日等に利用可能にする 

職業や資格取得などに役立つ高度な内容の講座を増やす 

乳幼児の親や障害者が学習活動に参加できるようにする 

学習についての情報提供を充実する 

学習の成果を活かせる機会（人材ﾊﾞﾝｸ等）を充実する 

小・中・高・大学などの施設を開放し、もっと活用する 

交流機能や学習相談などの機能を備えた施設を充実する 

その他 

問27 生涯学習を盛んにしていくために大切なこと  （複数回答) 
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今回調査結果（平成３０年）        前回調査結果（平成２５年） 
 

 

 

 

  H30 H25 

運動やスポーツをしていて、満足している 9.8% 11.7% 

運動やスポーツをしているが、さらに充実したい 15.1% 13.4% 

運動やスポーツをしたいと思っているが、できない 60.3% 60.1% 

特に関心はない 13.2% 11.7% 

不明 1.7% 3.1% 

計 100% 100% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動やス

ポーツをし

ていて、満

足している, 

9.8% 
運動やス

ポーツをし

ているが、

さらに充実

したい, 

15.1% 運動やス

ポーツをし

たいと思っ

ているが、

できない, 

60.3% 

特に関心

はない, 

13.2% 

不明, 1.7% 

問28 運動やスポーツへの取組について 

（単独回答) 

問 28 運動やスポーツへの取り組み状況 

 

  

回答者総数：1,299 

回答者総数：1,605 

運動やス

ポーツをし

ていて、満

足している, 

11.7% 

運動やス

ポーツをし

ているが、

さらに充実

したい, 

13.4% 

運動やス

ポーツをし

たいと思っ

ているが、

できない, 

60.1% 

特に関心

はない, 

11.7% 

不明, 3.1% 

運動やスポーツへの取組みついて 

（単独回答) 

スポーツの振興 
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問 29 どのような条件が整えば、今まで以上に運動やスポーツをするのか 

回答者総数：1,299 

「その他」の記述回答で主なものは、「子どもを預けられるところがあれば」、「子ども連れでも大丈夫で

あれば」、「家族の理解が得られれば」、「施設に関する情報があれば」などであった 

44% 

44% 

37% 

34% 

28% 

26% 

18% 

7% 

4% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

スポーツ施設が身近にあれば 

休暇（自由時間）が増加すれば 

スポーツ施設の利用料金が安くなれば 

気軽に参加できるスポーツ教室やスポーツイベントの開催 

気に入った運動・スポーツがあれば 

一緒に運動やスポーツを行う仲間が身近にいれば 

総合型（多種目・技術ﾚﾍﾞﾙに対応）ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ等があれば 

スポーツ指導者が身近にいれば 

その他 

問29 運動やスポーツをするための条件  （複数回答) 
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充実して

いる, 

1.2% 
どちらか

と言えば

充実して

いる, 

18.7% 

どちらと

も言えな

い, 54.1% 

どちらか

と言えば

充実して

いな

い,11.2% 

充実して

いない, 

6.4% 

不明, 

4.1% 

文化芸術環境について（単独回答) 

 

 

 

今回調査結果（平成３０年）       前回調査結果（平成２５年） 

  

  H３０ H25 

充実している 4.8% 4.2% 

どちらかと言えば充実している 10.4% 18.7% 

どちらとも言えない 51.3% 54.1% 

どちらかと言えば充実していない 17.9% 12.5% 

充実していない 13.2% 6.4% 

不明 2.3% 4.1% 

計 100% 100% 

文化芸術の振興 

問 30 自分を取り巻く文化芸術環境について、どのように感じているか 

回答者総数：1,605 

充実して

いる, 4.8% 
どちらかと

言えば充

実してい

る, 10.4% 

どちらとも

言えない, 

51.3% 

どちらかと

言えば充

実してい

ない, 

17.9% 

充実して

いない, 

13.2% 

不明, 2.3% 

問30 文化芸術環境について（単独回答） 

回答者総数：1,299 
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48% 

36% 

30% 

24% 

23% 

14% 

13% 

12% 

2% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

文化芸術の鑑賞の機会の充実 

講演会、文化教室、講座などの開催 

文化芸術に関する情報の提供・充実 

文化芸術活動施設（文化会館、美術館など）の充実 

文化芸術活動に対する啓発と参加促進 

文化芸術活動の発表の機会の充実  

伝統文化、民俗文化財の調査や保存継承 

文化芸術活動の指導者・芸術文化団体の育成 

その他 

問31 文化芸術において、どのようなことに力を入れていけばよいか  

 （複数回答) 

問 31 文化芸術の充実や振興において、行政としてどのようなことに力をいれていけばよいか 

回答者総数：1,299 
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 Ⅳ その他  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

子どもの教育全般 

問 33 子どもたちの健全育成を図るためにどのようなことが必要か 

問 32 自分の子どもの教育について悩んでいること 

回答者総数：1,299 

60% 

39% 

36% 

15% 

14% 

11% 

7% 

7% 

5% 

5% 

3% 

3% 

0% 

3% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

将来の進路に関すること 

教育費の負担 

勉強に関すること 

心身の健康に関すること 

しつけや教育に自信が持てない 

悩んでいることはない 

いじめ、非行、校内暴力など 

子供とふれあう時間がない 

子供の気持ちが分からない 

配偶者やパートナーの子育てへの関心が少ない 

不登校やひきこもり 

子育てや教育について相談できる人がいない 

子どもはいない 

その他 

問32 子供の教育について悩んでいること  （複数回答) 

回答者総数：1,299 

73% 

46% 

33% 

25% 

24% 

21% 

20% 

13% 

1% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

仲間づくりや人間関係づくり 

基本的生活習慣や集団のきまりを身につけさせること 

生活体験や社会体験、自然体験活動の充実 

家庭でのしつけの充実 

悩みを持つ子供のための相談体制の充実 

地域でのあいさつ運動や、よその子でも注意する取組 

道徳教育の充実 

地域における多様な活動の場づくり 

その他 

問33 子供たちの健全育成のために必要なこと  （複数回答) 
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問 34 これからの子どもたちにとって必要とされる資質･能力は何か 

期待する人づくり 

58% 

53% 

47% 

31% 

25% 

21% 

20% 

17% 

13% 

1% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自分の考えを的確に相手に伝える力 

自ら考え判断する力 

他人を思いやる心、感動する心、豊かな心 

自ら学ぶ意欲や主体的に学ぶ力 

困難に耐える力 

語学力や国際感覚 

読み・書き・計算などの基礎的な学力 

コンピュータやインターネットを使いこなす力 

健康と体力 

その他 

問34 これからの子供たちにとって特に必要とされる資質・能力 

（複数回答) 

回答者総数：1,299 
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問 35 これからの『やまなしの教育』に、どのような人づくりを期待するか 

回答者総数：1,299 

47% 

43% 

36% 

30% 

28% 

27% 

24% 

19% 

17% 

16% 

16% 

14% 

13% 

12% 

8% 

1% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

人を思いやる心を持っている 

自ら学び考え、行動する 

社会のルールを大切にし、道徳心がある 

向上心をもって自己を高めている 

よりよい人間関係が築ける 

困難を乗り越えることができる 

責任感や使命感を持っている 

専門的な知識や技能が身についている 

独創性、創造性に富む 

個性豊かである 

健康なからだや体力を備えている 

社会や公共の福祉に進んで貢献する 

国際社会で活躍できる 

歴史や文化に誇りを持ち、郷土を大切にできる 

リーダーシップをとれる 

その他 

問35 これからの「やまなしの教育」にどのような人づくりを期待するか 

（複数回答) 
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問 36 山梨の教育に関する自由意見 


